
鈴木商店と神戸の歴史・文化を再発見 

～ 来年４月の舞台公演にあわせて鈴木商店関連事業を展開 ～ 

１ 概要 

明治初期に神戸で創業し、神戸港から世界に羽ばたいた鈴木商店は明治・大正

期の日本経済・産業を牽引し、当時日本一の総合商社として成長しました。 

神戸市では、平成 29 年（2017 年）神戸開港 150 年記念事業以来、辰巳会 鈴木

商店記念館（鈴木商店関連企業が支援）のご協力をいただきながら、鈴木商店に

関するシンポジウムや歴史パネル展など様々な事業を行い、鈴木商店を後世に伝

えるよう取り組んでまいりました。 

令和５年（2023 年）４月には、鈴木商店の大番頭として陣頭指揮した金子直吉

及びその社員たちが世界中を駆け巡り、次々と事業を起こしていく様子を描いた

舞台演劇※1が神戸ポートオアシスで公演されます。 

本市でも、公演の時期に合わせて鈴木商店関連事業を展開し、鈴木商店が日本

の近現代産業史に残した軌跡、その舞台となった神戸の歴史・文化を再発見する

機会とします。 

また、公演を後援、協賛・協力している鈴木商店関係企業のご厚意により、

「鈴木よねさんからの贈り物」と称し、本市を通じて 156 名が舞台演劇に招待さ

れます。※2 

※1 舞台演劇「彼の男十字路に身を置かんとす」

主  催：ライブアップカプセルズ（代表 村田裕子氏） 

神戸公演：令和 5年（2023 年）4月 20 日～23 日。別日程で東京公演あり。 

※2 招待事業「鈴木よねさんからの贈り物」

 令和 5年（2023 年）が神戸開港（慶応 3年・1868 年）から 156 年目にあたることから 

156 名の港湾関係者、教育関係者、観光ボランティアの方々を招待。 

２ 鈴木商店関連事業 

（１） 神戸港と鈴木商店を語る会（仮題）【港湾局】

・ 日 程  令和５年４月 22 日（土曜）と 23 日（日曜）公演の合間に開催 

・ 場 所  神戸ポートオアシス内会議室 

・ 共 催  辰巳会 鈴木商店記念館 

・ 内 容  有識者による基調講演、パネルディスカッションなど 

2019 年（令和元年度）に開催された講演会 

テーマ：港神戸の発展に貢献した総合商社

の源流・鈴木商店 

講 師：村田裕子氏（脚本家） 



（２） 鈴木商店ゆかりのまち歩き【行財政局※1】

・ 日 程  令和５年３月（まち歩きの実施）～４月（まち歩きの報告） 

・ 場 所  中央区内（旧居留地や栄町等） 

・ 内 容  一般市民や神戸市立神港橘高校※2の生徒・学校関係者とともに 

鈴木商店ゆかりの地（創業地や本店跡地など）を訪ね歩きます。 

※1「BE KOBE 近現代史」プロジェクトの一環。同プロジェクトは本市若手職員を中心に

有志 15 名で構成。特設 Web サイトを通じて、市民に神戸の歴史を分かりやすく発信。 

※2 神戸市立神港橘高校の前身の一つとなる「神戸市立女子商業学校」に対して、鈴木よね

が学校運営費を寄付するなど支援。

（３） ゆかりの資料・図書の展示【文化スポーツ局】

【神戸市立博物館】

・ 日 程  令和５年４月～５月 ※詳細未定 

・ 内 容 ①②を含め４件の歴史資料を展示します。

① 「金子直吉書簡」（天下三分之計）

・大正６年（1917 年）、金子直吉がロンドン支店長に宛てた書簡。

・「三井三菱を圧倒する乎、然らざるも彼等と並んで天下を三分する乎、

是鈴木商店全員の理想とする所也」で有名。 

太陽鉱工㈱所蔵 
神戸市立博物館寄託

9月 鈴木商店を学ぶ神港橘高校の生徒 11/15 鈴木商店本店跡地モニュメントを見学

② 「船鉄交換契約記念時計」

・大正７年（1918 年）、第一次世界大戦による造船需要の中、日本が建造

する船とアメリカの鋼材を交換する契約の成立を記念して駐日アメリカ

大使より贈られた時計。金子直吉が交渉を担当。

太陽鉱工㈱所蔵、神戸市立博物館寄託



【神戸市立三宮図書館】 

・ 日 程  令和５年４月～５月 ※詳細未定 

・ 協 力  辰巳会 鈴木商店記念館 

・ 内 容

① 鈴木商店関連図書の展示

・三宮図書館（指定管理者：図書館流通センター㈱）エントランススペース

（約 40 ㎡）に、鈴木よね寄贈本（大正 13年に市立図書館へ寄贈。約 360 

冊が現存）の一部を展示するとともに、中央図書館所蔵図書（書籍や地図 

等約 90 点、鈴木商店を報道した当時の新聞記事）の紹介パネルを掲示。 

・三宮図書館内に「鈴木商店本コーナー」を設けて、鈴木商店関連図書を

書架に並べます（館内閲覧や館外貸出ができます）。

② 「鈴木商店ゆかりのまち歩き」の活動報告（行財政局）

③ 舞台演劇等のポスター・チラシ、歴史漫画本の配布等（双日㈱等）

（参考）神戸市内の鈴木商店関連事業・取り組みの経緯 

〇平成 29 年（2017 年）神戸開港 150 年記念事業 

・ 本店跡地にモニュメント設置（辰巳会 鈴木商店記念館が本市に寄贈）

・ KIITO内の企画展「神戸 みなと 時空」にて、鈴木商店紹介コーナーを設置

〇平成 29 年（2017年）～令和元年（2019 年） 

・ 鈴木商店の源流を知る講演会、勉強会、シンポジウムを複数回開催

〇令和４年（2022 年） 

・エキソアレ西神中央に鈴木商店の歴史パネルを展示

（双日㈱が設置、辰巳会 鈴木商店記念館が協力）

・こども本の森 神戸及び市立図書館（全 12 館）に鈴木商店の歴史漫画本 32 冊

を寄贈（双日㈱が寄贈）

鈴木よね寄贈本の一部 
(左) 資金経済工業財務論 

興梠杢太郎 著／1918年(大正 7年) 

(中央)戦前戦後の世界 

大島高精 著／1921 年(大正 10 年) 

(右) 台湾沖縄糖之市場及糖業政策 

河野信治 著／1922 年(大正 11 年) 


